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保育所等利用待機児童数について
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・令和８年４月１日現在、待機児童ゼロ
・本市としては初めて２年連続待機児童ゼロを達成

平成25年以降の待機児童数の推移
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１ 待機児童の状況

令和３年12月
保留児童対策タスクフォースを設置。
その後、令和４年９月に対策の方向性を
打ち出し、データに基づく対策を開始
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・保留児童は過去最少の1,256人（前年度比255人減）
・令和５年度から令和８年度までの３年間で保留児童は約３割の減少

２ 保留児童（育児休業延長希望の方を除く）の状況
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▲255人▲180人▲64人108人▲71人▲844人保留児童数（前年度比）

▲16.9％▲10.6％▲3.6％6.6％▲4.1％▲32.9％保留児童増減率（前年度比）

7.4％8.7％9.7％10.0％9.5％9.9％
保留割合

（保留児童／新規申請者）

【参考】保留児童数の増減等

令和３年以降の新規申請者数と保留児童数の推移
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保育ニーズの高い１・２歳児の保留児童の居住分布（※１つのエリアは500ｍ四方）

【R5.4の保留児童分布】（N＝1,304）

３ 保留児童の居住分布（1.2歳児）

【R8.4の保留児童分布】（N＝894）

差引
(エリア数)

R8
(エリア数)

R5
(エリア数)

保留児童
（人）凡例

▲111533644１〜３■

▲262046４〜６■

▲53８７〜９■

▲2０２10〜■

保留児童の居住分布の推移
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保育ニーズの増大が見込まれる地域を分析
し、整備エリアを決定

前年度比で申請者数が増加した６区のうち、
４区が施設整備を実施したエリアに該当し
ており、残る区についても既存施設の定員
増などを実施

６区合計で保留児童数は59人減少

４ データに基づく主な取組

効果的な施設整備

医療的ケア児は、設備や人員配置等の事情
から受け入れられる施設が限られており、
待機児童になりやすい傾向にある。

・医療的ケア児サポート保育園の認定拡大
・年度限定保育事業(※)で医療的ケア児に

ついても受け入れられるよう制度改正

○サポート保育園数：34園（前年度比７園増）

○総利用児童数（速報値）：95人（前年度比13人増）

医療的ケア児の受入推進

※保育所等の空きスペースを活用して、１・２歳児を単年度限定で預かる事業

データに基づき、様々な視点から限られた受入枠を最大限活用する取組を実施
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５ データ駆動型 待機児童・保留児童対策の推進

①パマトコの活用による分かりやすい情報発信と手続き改善

〇 各種申請のオンライン化による
利便性向上

〇 プッシュ通知による
情報発信

● データに基づく ● 送迎支援による
的確な整備 小規模保育事業の有効活用

②データに基づく効果的な取組、施設整備によらない対策

〇 適切な利用申請や辞退の早期把握
による受入枠の最大活用

待機児童ゼロの継続
保留児童の着実な減少
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